
令和２年度⾃治体SDGｓモデル事業
大阪府富田林市

＜取組課題＞
健康寿命の延伸、増進型福祉の実現

環境

経済 社会

「富⽥林市産官学医包括連携協定（通称TOMAS）」を核に、⺠間主体による有償型健康事業等（いのち輝く“まちまるご
と”健康プロジェクト）を展開し、三側⾯を⽀える「ひと」の健康を増進するとともに、市独⾃の公⺠連携デスクとパートナーシップ
制度の活⽤により、統合事業及び三側⾯の取組の底上げと加速化を図る。

エネルギー＜取組課題＞
低炭素化の推進
環境意識の醸成 環境改善

富⽥林発︕「商助」によるいのち輝く未来社会の実現プロジェクト

産業観光
健康

⾦融

雇⽤
働き⽅

＜取組課題＞
産業の活性化、新たな産業創出

健康
福祉

健康
教育

福祉
コミュニティ

健康
コミュニティ

イノベー
ション

エネルギー

公共交通

・店舗や福祉施設等を活⽤した有償型健康事業の実施
・健康活動拠点として⺠間施設等の環境整備

①「商助」による持続可能なエコシステム構築事業

富⽥林市産官学医包括連携協定（TOMAS）
富⽥林市・⼤阪⼤⾕⼤学・富⽥林医師会・アルケア㈱

・健康事業の担い⼿として⼤⾕⼤学
⽣の育成事業を実施
・富⽥林応援団としての登録と活⽤
（関係⼈⼝）

②学⽣派遣による実学経験
（PBL）事業

地域企業・団体等の参加によるイベ
ント事業で、ロールモデルの横展開と
⺠⺠連携の促進

③健康・環境×SDGs
普及啓発事業

富⽥林市SDGs
パートナーシップ制度

富⽥林市
公⺠連携デスク

「ひと」の健康増進と地域の担い⼿づくり

 地域資源をつなぐウェルネス
トレイル事業

 SDGs⾦融による地域活動の
活性化

 地域企業への健康経営の
普及促進

 パートナーシップ制度による
ものづくり企業への⽀援充実

 医療・介護連携による
地域包括ケアの実現

 学⽣講師の健康事業と世代間
コミュニケーションの活性化

 スポーツ・⾷を切⼝とした
多世代健康教育

 “増進型地域福祉”に向けた
「校区担当職員」制度

 地域連携サポートプランと地域公共交通の実践
 配⽔池設置型の⼩⽔⼒発電事業
 とんだばやしプラスチックごみゼロ宣⾔
 家庭⽤燃料電池・太陽光発電システム設置補助

学⽣講師の健康事業（TOMAS）

富⽥林の資源
をつなぐウェルネ
ストレイル事業

いのち輝く“まちまるごと”健康プロジェクト
三側⾯をつなぐ統合的取組


